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ズムを開いて単独で行うこととなる｡端 末 同 士 が
直接通信するだけでなく,他の端末 を 経 由 す る こ









トワーク分野の革新的 研 究 が ､ 米国の国防総省国
防高等研究計画局 (DA R P A ) と 海 軍によって支援
されてきているL,また､ こ こ 数 十 牢において､無
線通信は､著しい進歩を 遂 げ て お り､アクセスポ











































図 2 連結 成 分 の 参 考 例
表 1サーー ビスエ リアの 形 状 の種類
+主上恒 叫













通信距離 100では､直線相 関係数LJl値 0.952で
あり､ほぼ直線とみられナるL, この結 果 か ら最小包















少し､通信 距 離 150 では孤立点の数はほぼなくな
っているO 相 関 関 係 を 調べた結果､通信距離 100
41


















調べることとする｡ 表 2は通信距離 100の場合で
あるC表 2を図に表わ したJt)が図7であるQ




六 角 形 62 19,2
方 形 70 18.3
1 1 0 0 ★ 9 0 9 71 且凱頭
1 2 0 0 ★ 8 3 3 730 " Ll
1 3 0 0 ★ 7 6 9 755 豊乳頭
ひ し 形 冒9頭 20.
1428 ★ 7 0 0 7 9 5 20.1























図 9 通信距離を変化させた場合の連結成 分 Jl数
4.まとめ
通信距離 100､端末の数 100で面積 1000★1000
のサービスエリアの形状と端末の関係につ いて考
察を行った結果､サービスエリアの形状の違いで､
孤立点の数に影響があることがわかったO
端末数を 2倍にしても､孤立点の数はなくなら
いが､通信距離を1.5倍にすると孤立点の数はほぼ
なくなった｡
通信距離 100､端末の数 100の場合の連結成分
の数を調べた結果､連結成分が多いため､このま
までは実開化は難 しいと考えられる｡通信距離を
増やさず､連結成分の数を減らすために､例えば､
いくつかの端末を固定しアクセスポイントとする
ことがあげられる｡
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